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CCOONNTTEENNTTSS
☆TTOOPP NNEEWWSS ながさき農林業大賞 受賞！
☆TTOOPP NNEEWWSS 長崎県青年部協議会 来島！
・寄ってみらんかな №07 玉之浦出張所
・太陽と緑 五島がうまいの立役者 清川 勝一さん
・産直市場 五島がうまい直送便
・Ａコープ浦桑店だより
・定休型肉用牛ヘルパー制度について
・第13回ＪＡごとう農業まつりのお知らせ

私たちはTPPに
日本が参加することに断固反対します



長崎県などで構成する「ながさき農林業大賞運営委員会」は10月4日、平成25年度同大賞の受賞者
を発表しました。管内からは県知事賞にＪＡごとう高菜部会（高度生産集団部門）と中村民雄さん貞
子さんご夫妻（しまの農林業経営部門）が輝きました。

ながさき農林業大賞知事賞
いきいきファームの部
高度生産集団部門
ＪＡごとう高菜部会
【概要】
高菜を平成3年生産開始以降、現在81㌶まで面積を拡大しました。

農家、ＪＡ、漬物業者等とサプライチェーンを確立、塩蔵一次加工
により農産物重量を減らし、離島地域の課題である輸送費削減を実
現しています。
また、部会員全員が生産履歴記帳を実施し、部会での農薬の統一、
定期的な残留農薬検査も実施しています。また、コンビニでの五島
産高菜おにぎりや漬物のパッケージについて五島産を前面に出した
商品開発を行うなど、農商工連携も実施しています。
生産者も規模拡大に意欲的で、漬物業者の取引量増の要望も高く、
塩蔵一次加工所の拡大を進めています。さらに、差別化を図るため
国の特別栽培農産物ガイドラインに基づいた栽培を検討しています。

ながさき農林業大賞知事賞
トップファーマーの部
しまの農林業経営部門
中村 民雄さん 貞子さん（写真は民雄さん）
【概要】
葉タバコ栽培においては、基本技術の徹底に加えて土壌の自己分

析による適正施肥や地域資源活用等により高品質生産、環境負荷軽
減に取り組んでいます。
五島地区で初めてＡＰ‐1（タバコ管理作業車）を導入し、五島

の葉タバコ生産の先駆けとなりました。現在は機械化一貫管理体系
の導入により大幅な省力化を実現しています。
また、西九州たばこ耕作組合の役員をはじめ地域農業のリーダー

として、しまの活性化に大きく貢献しています。

農林業大賞はながさき農林業・農山村活性化計画に沿って、地域の特性を活かした先進的な農林業
を展開し、成果を挙げている農林業者などを表彰するもので、広く県民に紹介し消費者の農林業に対
する理解促進を図ることが目的。表彰式は11月22日に長崎市内で行われる予定です。

平成25年度ながさき農林業大賞に
ＪＡごとう高菜部会（県知事賞：高度生産集団部門）

と
中村 民雄さんと貞子さん
（県知事賞：しまの農林業経営部門） 輝く！
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長崎県ＪＡ青年部協議会 来島！

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
十
月
三
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
長
崎
県

農
協
青
年
部
協
議
会
（
県
青
協
）
役
員
と
初
め
て
意
見

交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
の
六
支

部
か
ら
十
人
、
県
青
協
役
員
・
事
務
局
等
合
わ
せ
て
二

十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
は
、
青
年
部

支
部
の
活
動
活
性
化
や
組
織
強
化
の
た
め
に
、
県
下
の

取
組
み
事
例
を
学
び
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
や
、

同
じ
青
年
部
の
仲
間
と
し
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
は
、
女
性
部
と
協
働
し
た
活
動
、

食
農
教
育
活
動
な
ど
支
部
を
拠
点
と
し
た
取
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
課
題
と
し
て
活
動
資
金
の
調
達
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
他
Ｊ
Ａ
青
年
部
へ
の
質
問
と
し
て
「
婚
活

の
進
め
方
」
や
「
青
年
農
業
者
を
増
や
す
た
め
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
」「
お
も
し
ろ
い
活

動
は
な
い
か
」が
出
さ
れ
、
他
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
は「
婚

活
で
は
参
加
者
の
募
集
も
重
要
だ
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
男
性
陣
の
事
前
教
育
も
行
っ
て
は
」
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
取
組
み
事
例
と
し
て
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
で

組
織
実
績
発
表
し
た
Ｊ
Ａ
島
原
雲
仙
小
浜
支
部
か
ら
、

農
・
観
連
携
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
青
年
部
の
新
井
真
二
部
長
は
「
ご
と
う
青
年
部
員
か

ら
は
他
地
域
の
取
り
組
み
が
直
に
聞
け
て
良
か
っ
た
と

の
感
想
が
あ
り
、
五
島
で
開
催
し
た
一
定
の
成
果
が
出

た
。
今
後
は
今
回
の
意
見
交
換
会
で
出
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
基
に
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と
五
島
で
の
開
催
に

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
十
月
二
十
二
日
掲
載
）
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県
農
業
再
生
協
議
会
と
下
五
島
地
域
農

業
再
生
協
議
会
は
十
月
三
十
日
、
平
成
二

十
五
年
度
長
崎
県
五
島
地
区
麦
づ
く
り
推

進
研
修
会
を
当
Ｊ
Ａ
西
部
支
店
で
開
き
ま

し
た
。

他
産
地
か
ら
講
師
を
招
き
取
組
事
例
を

参
考
に
栽
培
技
術
の
向
上
と
高
品
質
安
定

生
産
に
向
け
た
情
報
収
集
を
行
い
、
よ
り

一
層
の
品
質
向
上
及
び
生
産
量
の
増
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
生
産
者
や
関
係
機

関
な
ど
お
よ
そ
一
〇
〇
名
が
参
加
。

冒
頭
で
は
五
島
地
区
の
麦
生
産
者
の
中

で
も
優
れ
た
品
質
や
収
量
の
方
や
優
良
経

営
者
の
紹
介
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
需
者
の
求
め
る
麦
づ
く
り
に

つ
い
て
と
題
し
、
長
工
醤
油
味
噌
協
同
組

合
の
花
岡
陽
課
長
が
、
五
島
地
域
で
生
産

さ
れ
る
御
島
裸
を
用
い
た
「
高
級
付
加
価

値
商
品
」
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
。
改
め

て
品
質
の
高
い
御
島
裸
の
増
産
を
希
望
し

ま
し
た
。

ま
た
、
取
組
事
例
と
し
て
Ｊ
Ａ
壱
岐
市

の
辻
村
勝
さ
ん
が
「
壱
岐
に
お
け
る
麦
作

経
営
」
と
題
し
て
発
表
。
全
国
ブ
ラ
ン
ド

と
な
っ
て
い
る
壱
岐
焼
酎
に
つ

い
て
や
作
業
体
系
な
ど
に
つ
い

て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五

島
地
区
管
内
で
は
今
後
、
麦
の

高
収
量
・
高
品
質
生
産
に
向
け
、

土
づ
く
り
や
適
期
収
穫
な
ど
を

徹
底
し
、
実
需
者
の
満
足
す
る

収
量
・
品
質
を
目
指
し
、
取
組

を
行
う
計
画
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
ま
ゆ
う
部
会
は

十
月
二
十
八
日
、
五
島
市
上
崎
山
町

の
五
島
市
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
三
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
、
お
手
玉
や
割
り
箸
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

参
加
者
の
笑
い
声
が
飛
び
交
う
賑
や

か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
部
員
、
年
金

友
の
会
会
員
な
ど
約
六
十
名
が
参
加
。
開
催
に
あ

た
り
同
部
会
の
片
山
染
子
部
会
長
は
「
今
日
は
た

く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
頂
い
た
。
ゲ
ー
ム
や
お

や
つ
、
工
作
な
ど
部
会
員
が
心
を
込
め
て
準
備
し

た
の
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

使
用
済
み
の
は
が
き
を
再
利
用
し
た
鍋
敷
き
作

り
で
は
部
会
員
が
丁
寧
に
指
導
。
複
雑
な
構
造
に

苦
戦
し
て
い
た
参
加
者
も
出
来
上
が
り
に
満
足
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間

に
は
踊
り
や
合
唱
、
部
会
員
に
よ
る
紙
芝
居
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

は
ま
ゆ
う
部
会
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
で
、
助
け
合
い
組
織
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
方
針
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
九
月
中
旬
か
ら
十
月
中

旬
に
か
け
て
特
産
の
椿
油
の
原
料
と
な

る
椿
の
実
の
集
荷
作
業
が
最
盛
期
を
迎

え
、
農
家
や
地
域
住
民
が
収
穫
し
、
数

日
間
乾
燥
さ
せ
た
椿
の
実
が
管
内
各
地

区
の
集
荷
所
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
五

島
市
上
崎
山
町
の
製
油
施
設
で
は
十
月

中
旬
か
ら
搾
油
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

椿
油
の
製
造
は
実
の
収
穫
か
ら
瓶
詰
め

ま
で
十
三
も
の
工
程
を
経
る
た
め
、
手

間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
今
話
題

の
オ
レ
イ
ン
酸
含
有
量
が
高
く
人
気
の

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乾
燥

さ
せ
た
椿
の
実
一
〇
〇
㌔
㌘
か
ら
作
ら

れ
る
椿
油
は
三
十
三
㍑
で
、
そ
の
油
は

貴
重
な
も
の
で
す
。

椿
油
を
特
産
品
と
し
て
作
っ
て
い
る

五
島
列
島
で
は
、
現
在
で
も
島
内
の
い

た
る
所
で
椿
の
木
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
国
の

特
区
構
想
の
一
つ
と
し
て
椿
に
よ
る
島

の
振
興
が
行
わ
れ
て
お
り
、
椿
油
だ
け

で
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
の
椿
林
の

活
用
、
新
た
な
雇
用
の
場
の

提
供
な
ど
、
日
本
一
の
椿
の

島
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
五
島

産
の
椿
油
は
昔
か
ら
の
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
人
気
の

商
品
。
天
ぷ
ら
油
か
ら
お
肌

の
手
入
れ
ま
で
で
き
る
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

高高高高高高高高高高高高品品品品品品品品品品品品質質質質質質質質質質質質・・・・・・・・・・・・高高高高高高高高高高高高収収収収収収収収収収収収量量量量量量量量量量量量のののののののののののの麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦麦栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽栽培培培培培培培培培培培培にににににににににににに向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけてててててててててててて
―五島地区麦づくり推進研修会―

注注注注注注目目目目目目ののののののオオオオオオレレレレレレイイイイイインンンンンン酸酸酸酸酸酸たたたたたたっっっっっっぷぷぷぷぷぷりりりりりり！！！！！！
―25年椿油製造開始―

脳の活性化で健康長寿
―崎山地区ミニデイサービス―
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当
Ｊ
Ａ
は
十
月
二
十
三
日
、
五
島
市

中
央
公
園
多
目
的
広
場
で
第
十
一
回
年

金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
き
ま
し
た
。
台
風
27
号
の
影
響
で

雨
天
も
予
想
さ
れ
た
が
、
二
六
一
名
の

会
員
が
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
男
女
の
最
高
齢
選
手
の

紹
介
も
行
わ
れ
、
本
山
支
部
の
藤
田
次

平
さ
ん
（
九
四
）
と
大
津
支
部
の
坂
口

ト
メ
さ
ん
（
八
四
）
が
呼
ば
れ
、
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
福
江
支

部
の
山
田
正
和
さ
ん
が
「
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
正
々
堂
々

プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
選

手
宣
誓
を
行
い
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
参

加
者
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ル
の
異
な

る
距
離
と
強
風
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
飛
び
出
す
な
ど
、

好
プ
レ
ー
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
会
員
の
健
康
維
持
と
交
流
を
目

的
に
、
こ
う
し
た
大
会
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
展
開
す
る
計
画
で

す
。

▽
順
位
は
以
下
の
通

り
…
優
勝＝

出
口
忠

治
さ
ん（
本
山
支
部
）、

準
優
勝＝

前
川
政
男

さ
ん
（
岐
宿
支
部
）、

第
三
位＝

岩
下
マ
サ

エ
さ
ん
（
福
江
支

部
）

当
Ｊ
Ａ
は
十

月
十
九
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
第
四

回
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ

大
会
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
大

会
は
共
済
担
当

者
の
接
遇
・
対

応
技
術
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、

商
品
の
提
案
や
説
明
能
力
の
向
上
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
各
支
店
の

担
当
者
十
一
名
が
自
動
車
共
済
の
継
続
手
続

き
と
い
う
設
定
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
者
は
現
在
の
保
障
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
あ
と
、
よ
り
安
心
な
商
品
の
紹

介
な
ど
を
契
約
者
に
説
明
。
契
約
者
か
ら
の

質
問
に
対
し
て
も
分
か
り
や
す
く
回
答
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
員
の
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
西
部
支
店
の
萩
里
亜
紀
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
十
一
月
二
十
二
日
に
開
か
れ

る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
田
村
真
吾
共
済
部
長
は
「
四
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と

な
っ
た
。
大
会
の
内
容
を
日
常
の
窓
口
業
務
で
実
践
し
、

お
客
様
へ
安
心
を
提
供
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
接
遇
や
職
員
の
商
品
に
対
す
る

理
解
度
を
深
め
、
顧
客
満
足
度
の
向
上
を
図
る
計
画
で
す
。

▽
順
位
は
以
下
の
通
り
。
最
優
秀
賞＝

萩
里
亜
紀（
西
部
）、

優
秀
賞＝

田
中
嘉
子
（
新
魚
目
）

五
島
家
畜
市
場
で
十
月
十
七
日
、

平
成
二
十
五
年
度
第
七
回
と
な
る
五

島
肉
用
牛
大
学
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
義
で
は
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ

な
ど
お
よ
そ
四
十
名
が
参
加
し
、「
防

寒
対
策
の
実
施
で
子
牛
の
発
育
向

上
」
と
題
し
、
寒
い
時
期
の
防
寒
対

策
事
例
と
栄
養
充
足
の
重
要
性
を
中

心
に
五
島
振
興
局
地
域
普
及
課
の
池

田
辰
也
専
門
幹
が
講
義
。
ま
た
、

M
eijiSeika

フ
ァ
ル
マ
株
式
会
社

動
薬
熊
本
支
店
の
茂
木
邦
人
さ
ん
が

「
実
は
足
り
て
い
な
い
ミ
ネ
ラ
ル

（
微
量
元
素
）」
と
題
し
て
、
普
段

関
心
が
薄
い
ミ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
、

繁
殖
牛
農
家
の
飼
料
と
成
績
の
関
係

を
中
心
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
終
了
後
に
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
の
過
剰
摂
取
に
よ

る
弊
害
は
な
い
の
か
」
な
ど
の
質
問
も
飛
び
出
し

ま
し
た
。
現
在
、
五
島
地
域
で
は
好
調
な
せ
り
価

格
が
続
い
て
お
り
、「
毎
年
価
格
が
落
ち
込
む
冬

場
を
前
に
貴
重
な
話
が

聞
け
て
良
か
っ
た
」
と

い
う
参
加
者
も
。

大
学
事
務
局
で
は
今

後
の
講
義
に
つ
い
て
も
、

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
内
容
を
検

討
し
て
い
く
方
針
で
、

生
産
者
の
求
め
る
講
義

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

提案力・顧客満足度の向上へ
―スマイルサポーターロールプレイング大会―

防防寒寒対対策策でで元元気気なな子子牛牛
―25年度第7回五島肉用牛大学―

親親睦睦のの中中ににもも白白熱熱のの競競技技
―第11回年金友の会グラウンド・ゴルフ大会―

左から田中職員、萩里職員

左から岩下さん、出口さん、
前川さん

ごとう5



№07玉之浦出張所
・正組合員戸数：187戸
・准組合員戸数：99戸
・基 幹 作 目：畜産、アスパラガス、水稲など
・支店職員数：6人

玉
之
浦
出
張
所
の
江
頭
で
す
。

玉
之
浦
出
張
所
は
福
江
島
の
南
西

端
に
位
置
し
、
大
瀬
崎
灯
台
や
大

宝
寺
な
ど
で
玉
之
浦
町
に
あ
り
ま

す
。
農
業
は
肉
用
牛
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
水
稲
な
ど
が
盛
ん
で
す
。

中
で
も
、
肉
用
牛
は
若
い
就
農
者

が
多
く
、
飼
養
頭
数
は
過
半
数
を

占
め
て
お
り
、
優
良
子
牛
の
生
産

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
耕
作
者
も
熱
心
な
農

家
が
多
く
、
高
品
質
な
商
品
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
り
、

組
合
員
や
地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
出
張
所
を
目
指
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

ターデ本基

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉之之之之之之之之之之之之之之浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦っっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななととととととととととととととこここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪管内のおすすめスポット

西園職員西園職員

河内職員河内職員

吉田職員吉田職員

大瀬崎灯台
大瀬崎灯台

出張所から車で25分のところにある映
画「悪人」の舞台となった灯台です。

（後列左から）
川上職員

（後列左から）
川上職員

（前列左から）
江頭所長

（前列左から）
江頭所長
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清
川
さ
ん
は
現
在
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
七

〇
㌃
、
水
稲
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
一
〇
〇
㌃

を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

農
林
公
社
で
基
礎
を
学
ぶ

前
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
と
き
に
、
農

林
公
社
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
二
年
前
に
研

修
を
始
め
た
清
川
さ
ん
。
も
と
も
と
ご
両

親
も
水
稲
と
大
豆
を
作
っ
て
お
り
、
農
業

に
興
味
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
公
社
で

は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
は
じ
め
、
様
々
な
作

物
の
栽
培
や
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
公
社

で
の
経
験
が
活
か
さ
れ
、
撮
影
に
伺
っ
た

圃
場
は
き
れ
い
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

品
質
の
向
上
と
安
全
・
安
心

現
在
、
お
じ
い
さ
ん
と
ご
両
親
の
四
人

で
作
業
を
行
っ
て
い
る
清
川
さ
ん
。
い
ま

の
作
業
は
主
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
追
肥
と

中
耕
と
い
う
こ
と
で
す
。
作
業
を
行
う
上

で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
農
薬
の
適
正

使
用
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
品
質
を
向

上
さ
せ
な
が
ら
の
無
農
薬
栽
培
は
困
難
な

の
で
、
少
し
で
も
減
農
薬
で
栽
培
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
が
安
全
・
安
心
で
高

品
質
の
野
菜
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。若

手
生
産
者
の
エ
ー
ス
に
！

現
在
も
趣
味
と
し
て
地
元
の
チ
ー
ム
に

所
属
し
、
野
球
を
続
け
て
い
る
清
川
さ
ん
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
投
手
で
一
三
〇
㌔
近
い
速

球
を
投
げ
た
こ
と
も
。
農
業
の
方
で
は
来

年
三
月
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ
ウ
ス
が
完

成
し
、
ま
す
ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

将
来
的
に
は
研
修
で
見
た
ブ
ド
ウ
畑
や
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
自
分
自
身
で
も
作
っ
て
み
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力でででででででででででででででででででででででででででででででででで地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
五島市岐宿町中嶽
きよかわ しょういち

清川 勝一さん（26）NO．42
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収収穫穫感感謝謝祭祭（（1100月月2266・・2277日日））

10月26・27日の両日、産直市場「五島がうまい」で収穫感謝祭が行わ
れました。同イベントでは豚汁と新米のおにぎりの振る舞いや、農畜産
物の特売などが行われ、多くの家族連れなどで賑わいました。中でも、
農家レストランで開催されたステーキ祭では低価格で「五島牛」が食べ
られるということもあり、行列が見られました。同店では今後も安全・
安心な農畜産物の提供をはじめ、出荷者と消費者の架け橋となる店舗づ
くりを目指す計画です。

会葬用五島茶セットのご案内
産直市場「五島がうまい」では、
味わいと香り豊かな五島茶ギフト
セットを多数取り揃えております。
会葬用としてはもちろん、大切な方
への贈り物にぜひご利用ください。
（ご予算に応じてセット内容の変更
も承ります）五島茶ギフトセットＢ

￥3，000
五島茶ギフトセットＡ

￥2，500
○ご注文・お問い合わせは…
産直市場「五島がうまい」まで TEL0959－88－9933 FAX0959－88－9922
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Aコープ浦桑店だより

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・・

…
…
…
…
…
…
…
…

……………………………………
……………………………………

宅配サービスのご案内

上地区Ａコープ おお買買いい得得情情報報 （全店舗対象）

11月9日㈯～15日㈮
家家族族ででおお出出かかけけ！！

行行楽楽セセーールル！！

11月16日㈯～22日㈮
寒寒ささ対対策策！！ああっったたかかメメニニュューー！！

11月23日㈯～26日㈫
全全国国駅駅弁弁・・空空弁弁・・銘銘菓菓ままつつりり！！

11月27日㈬～29日㈮
ＡＡココーーププ月月末末

ごご奉奉仕仕セセーールル！！

有川支店が
くじらどんまつりに出店！

上地区Ａコープ

上地区Ａコープでは利用者満足度向上の一環
として、宅配サービスをスタート致しました。
1．取扱商品

ご来店の上、お買いものされた
商品（生鮮品を除く）

2．宅 配 日
翌日配達

3．価 格
1個 315円
2個以上（何個でも）525円

私は現在、カンショやカブ、チンゲン菜な
どをAコープ浦桑店に出荷しています。先
月から出荷を始め、少量ですが楽しみながら
15種類ほどの野菜を栽培しています。
これからの時期は、小松菜や里芋、ワケギ
などを出荷しますので、よろしくお願いしま
す（出荷者名は「ちいちゃん」です）。

が
作りました!
新上五島町桐古里郷
森 千鶴子さん（62）

私

当 JA有川支店は10月27日、
五島うどんの里で開かれた
「第12回五島・有川くじらど
ん祭り」に出店しました。当
日はおよそ3，000名の家族連
れなどで賑わいました。当 JA
からは特産の「五島ルビー」
を中心に新鮮な農産物を販売
しました。
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果結
第11回ごとう農協
地区別和牛共進会

【本山地区】場所：本山農業倉庫前広場 日時：9月25日㈬10：00～

血 統
曾祖父
第1花国
福之国
隆桜

祖父
勝忠平
勝忠平
安平

父
安福久
平茂晴
勝忠平

母
はなびら
きらら
ひめ

出品者

磯野 敏雄
谷川源三郎
山下 岩宏

名号

さおり
ななみ
ひめ116

褒 賞

1区首席（名誉賞）
2区首席
3区首席

【富江地区】場所：富江ライスセンター前広場 日時：10月4日㈮10：00～

血 統
曾祖父
藤忠平
金幸
安糸福

祖父
安福久
勝忠平
平茂晴

父
福華1
安福久
百合茂

母
ももえ
ゆりえ
よしなが

出品者

岩谷 大吾
向井 正和
田中 宏幸

名号

ひかり
ゆりえ2
よしなが1

褒 賞

1区首席（名誉賞）
2区首席
3区首席

【崎山地区】場所：崎山農産物集荷所前広場 日時：10月18日㈮10：00～

血 統
曾祖父
隆桜
金幸
福桜

祖父
百合茂
安糸福
安平

父
安福久
百合茂
勝忠平

母
ゆりみ
やすゆき
きくひめ

出品者

阿野 光広
里中 邦雄
山中 秀雄

名号

くにこ
かずみ
かつただ

褒 賞

1区首席
2区首席
3区首席（名誉賞）

【福江地区】場所：畜産事業所 日時：10月21日㈪10：00～

血 統
曾祖父
糸晴
糸藤
勝安竜

祖父
平茂晴
平茂勝
百合茂

父
安福久
安福久
安福久

母
ふくひめはる
よしとき244
ゆりこ

出品者

木村 秀和
松本 敏男
橋本 勝治

名号

ふくひめ4
むつみ
ゆりひめ

褒 賞

1区首席
2区首席
3区首席（名誉賞）

【三井楽地区】場所：三井楽肥育牛舎内 日時：10月24日㈭10：00～

血 統
曾祖父
第5隼福
安平
北国7の8

祖父
平茂勝
平茂勝
勝忠平

父
安福久
安福久
安福久

母
もとえ
やすこ1
たけし

出品者

葛岡 栄
竹田 善松
河野 信夫

名号

さやか
ますみ
あきこ

褒 賞

1区首席
2区首席
3区首席（名誉賞）

【西部地区】場所：畜産事業所 日時：10月29日㈫10：00～

血 統
曾祖父
福桜
平茂晴
福之国

祖父
忠富士
安福久
勝忠平

父
平茂晴
百合茂
安福久

母
もえこ
ひとみ
ひな

出品者

山本津代子
山田 静香
尾野上祐子

名号

ここのえ6
はるか
みえこ

褒 賞

1区首席
2区首席（名誉賞）
3区首席
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来年度立ち上げ予定の
「定休型肉用牛ヘルパー制度」とは？
☆基本的な考え方は？
・ヘルパー組合に加入する肉用牛農家が「毎月定期的に休暇を取る
ための制度」です！ヘルパー組合員（肉用牛農家）が協議のうえで
毎月それぞれ違う定休日を決め、その日に各自が有償でヘルパーを
利用する制度（休暇を取るために休日を買うという感覚）。
※ 利用料金は半額助成事業活用で、実質1回5，000円前後の予定
※ 利用農家の急用（葬儀や病気・ケガなど）の場合は組織内で協議

☆依頼する作業内容は？
・基本的には午前・午後各2時間の計4時間程度で、エサの給与、牛の観察、
機械が入らない場所の除糞や敷料入れ、掃除など（1日の飼養管理のうち必
要最小限の作業）。

☆利用する際の注意点は？
①ヘルパー要員をヘルパー組織みんなで雇用する。
※ 急用の時だけ頼まれても、ヘルパーさんの生活は成り立ちません。
②ヘルパーさんが来る日は牛舎に行かない（まかせる！）
※ 休暇を楽しむ、用事を済ませるなど…
③乾草などのエサは事前に農家が準備しておく。
④連絡や報告などのやりとりは伝言板を利用する。
※ 何番の牛は気が荒いので注意を ⇔ 何番の牛が下痢気味 など
⑤誰かに留守番を頼む感覚で…
※ 農援隊や作業支援などとは違います！

お 知 ら せ ！
10月現在、管内の肉用牛繁殖農家5戸（肉用牛大学でヘルパー利用を希望した農家）において、定
休型肉用牛ヘルパー制度の立ち上げに向けて試験的にヘルパーの実地研修を行っています。
（試験期間は来年3月までで、期間中はヘルパー料金無料！）

制度立ち上げに向けての「課題」や「改善点」を洗い出し、検討を重ねているところですが、今後
も研修先としてさらに数名のヘルパー研修受け入れ農家を追加募集します。

つきましては、受け入れ希望がありましたら、上記の内容を十分にご理解のうえ支店担当者までお
知らせください。

お問い合わせは…
ＪＡごとう 畜産事業所 72－4108 （担当：狩浦）または、
五島振興局 地域普及課 72－5115 （五島地域雇用労力支援協議会 担当：池田）まで
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……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
十
月
十
五
日
、
西
部
支
店
管

内
の
五
島
市
立
山
内
小
学
校
で
稲
刈
り
の
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
同
校
の
五
〜
六
年
生
十
四
名
と
保

護
者
、
青
年
部
な
ど
合
わ
せ
て
約
二
十
名
が
参
加

し
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
も
ち
米
を
鎌
を
使
い
収
穫
。

同
校
で
は
今
年
六
月
下
旬
に
保
護
者
や
青
年
部
の

指
導
の
も
と
、
児
童
が
田
植
え
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
は
そ
の
分
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
た
地
域
の
現

状
や
地
域
性
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
発

見
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
農
業
体
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
稲
刈
り
を
体
験
し
た
生
徒
た
ち
も
は

じ
め
は
元
気
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
終
盤
に
な
る

と
や
や
疲
れ
が
見
え
、
生
産
者
の
苦
労
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

指
導
を
行
っ
た
青
年
部
員
は
「
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み

中
も
草
取
り
な
ど
の
お
世
話
を
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
良
い

籾
が
で
き
、
今
年
は
豊
作
。
自
分
達
も
普
段
は
手
作
業
で

稲
刈
り
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
良
い
体
験
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
十
日
後
に
は
脱
穀
を
行
う
予
定
で
、
十

一
月
に
は
児
童
が
育
て
た
も
ち
米
を
使
っ
て
も
ち
つ
き
を

行
い
、
保
護
者
や
地
域
の
方

に
向
け
た
試
食
も
計
画
。
今

後
も
同
青
年
部
は
食
農
教
育

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
方
針
で

す
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
富

江
支
部
は
十
月
二
十

九
日
、
五
島
市
立
富

江
小
学
校
で
稲
刈
り

の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
稲
刈
り
を

行
っ
た
の
は
同
校
の

児
童
お
よ
そ
八
十
名

と
青
年
部
員
、
保
護

者
な
ど
二
十
名
の
約
一
〇
〇
名
。
収
穫
し
た
の

は
も
ち
米
で
十
二
月
に
行
わ
れ
る
学
校
の
祭
で

餅
つ
き
に
使
わ
れ
ま
す
。

青
年
部
員
は
事
前
に
周
り
の
草
を
刈
り
、
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
を
用
意
。
稲
刈
り
が
始
ま
る
と

児
童
ら
が
刈
っ
た
稲
を
部
員
が
受
け
取
り
、
籾

と
稲
わ
ら
に
分
け
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た

も
ち
米
は
籾
で
お
よ
そ
六
俵
。
児
童
ら
は
米
袋
を
見
な

が
ら
「
早
く
餅
が
食
べ
た
い
」
と
餅
つ
き
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
作
業
終
了
後
、
児
童
を
代
表

し
て
三
年
生
の
石
山
堅
心
君
と
柿
脇
優
輝
君
が
「
昨
年

も
稲
刈
り
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
今
年
も
楽
し
み
だ
っ

た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
お

い
し
い
餅
を
作
り
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。同

青
年
部
の
新
井
真
二
部
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
小

さ
い
時
か
ら
土
に
触
れ
る
大
切
な
機
会
。
田
植
え
か
ら

収
穫
・
試
食
ま
で
を
体
験
し
、
地
域
住
民
と
の
繋
が
り

も
実
感
で
き
た
の
で
は
」
と
改
め
て
食
農
教
育
の
重
要

性
を
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
十
月
二
十
六
日
、
五
島

市
立
総
合
体
育
館
で
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
い
た
。
こ
の
大
会
は
部
員
同
士
の
交
流
が

目
的
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
機
関
を
含
め
た

お
よ
そ
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
中
尾
弘
一
組
合
長
は
「
後

継
者
育
成
対
策
積
立
金
に
つ
い
て
、
今
年
度

は
先
進
地
へ
の
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
来
月
に
は
中
村
法
道
長
崎
県
知
事
も
出

席
さ
れ
る
五
島
地
域
「
農
の
深
耕
」
大
会
も

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
を
お
願
い
し
た
い
。

今
日
は
ケ
ガ
が
な
い
よ
う
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

種
目
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
試
合
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
制
で
行
わ
れ
、
一
回
戦
か
ら
手
に
汗
握
る
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
が
一
番
の
目
的
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
試
合
中
は
日
頃
の
農
作
業
を
し
ば
し
忘

れ
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

▽
結
果
は
以
下
の
通
り
。

優
勝
…
本
山
支
部
、
準
優

勝
…
富
江
支
部
、
最
優
秀

選
手
賞
…
山
口
源
二
ご
夫

妻
、
ユ
ー
モ
ア
賞
…
糸
柳

真
治
さ
ん

山内小学校 もち米刈り取り

富江小学校 もち米刈り取り

親睦深め、青年部活動に弾み
―青年部親睦ソフトバレーボール大会―

青年部の活動

収穫を楽しむ児童

掛け干しの準備中

最優秀選手の山口さん（右）
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～
五
島
市
立
富
江
中
学
校
の
一
年
生
七
名
が
十
日
、

当
Ｊ
Ａ
富
江
支
店
管
内
の
圃
場
で
、
特
産
の
「
五
島

ル
ビ
ー
」
の
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会

は
郷
土
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
ろ
う
と
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
特
産
品
で
あ
る
五
島
ル
ビ
ー
に
つ
い
て
学
習
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
農
業
を
知
る
こ
と
が
目
的
。

普
段
何
気
な
く
食
し
て
い
る
ト
マ
ト
の
栽
培
方
法

や
流
通
経
路
な
ど
を
知
り
、
生
徒
た
ち
は
一
概
に
驚

い
た
様
子
で
し
た
。
学
習
会
は
生
産
者
の
橋
本
博
隆

さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
栽
培
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
生
徒
た
ち
か
ら
の
質
問
を

受
け
付
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
家
庭
菜
園
で
も
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
飛
び
出
し
、
橋
本
さ

ん
か
ら
丁
寧
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
な
か
な
か

入
る
こ
と
の
な
い
ハ
ウ
ス
の
中
を
見
学
し
、
色
づ
い
た
ト
マ
ト

を
観
察
。
生
徒
ら
は
自

分
達
の
住
む
地
域
の
特

産
品
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
今
回
学

ん
だ
内
容
を
持
ち
帰
り

発
表
会
を
行
う
予
定
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
地
域

の
学
校
と
連
携
し
、
食

農
教
育
活
動
に
積
極
的

に
協
力
す
る
計
画
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度

第
六
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
二
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と

行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
九
月
末

計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
3

平
成
二
十
五
年
度

第
2
四
半
期
子
会
社
の
営
業
実

績
等
に
つ
い
て

①

㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
4

「
産
直
市
場
五
島

が
う
ま
い
」
九
月
末
実
績
に
つ

い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
五
年
九

月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
五
年
十

月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ

い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
五
年
産

米
（
早
期
・
普
通
期
）
の
概
算

金
（
買
取
価
格
）
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
五
年
度

第
2
四
半
期
内
部
監
査
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
五
年
度

第
2
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状

況
に
つ
い
て

報
告
№
10

平
成
二
十
五
年
度

第
2
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
状
況
に

つ
い
て

報
告
№
11

第
十
三
回
Ｊ
Ａ
ご

と
う
農
業
ま
つ
り
開
催
要
領
に

つ
い
て

報
告
№
12

固
定
資
産
取
得
改

善
に
か
か
る
事
務
フ
ロ
ー
に
つ

い
て

報
告
№
13

貸
付
金
の
実
行
に

つ
い
て

報
告
№

そ
の
他

2
、
議
案
事
項

議
案
№
1

第
二
回
五
島
地
域

「
農
の
深
耕
」
大
会
に
つ
い
て

議
案
№
2

Ｊ
Ａ
ご
と
う
新
中

期
営
農
振
興
（
五
カ
年
）
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
№

そ
の
他

地元の農産物について学ぶ
―富江中学校五島ルビー学習会―
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ンガーロス会大

編
集
後
記

第2回 五島地域
「農の深耕」大会のご案内

日時：平成25年11月16日㈯
午後0時30分～4時30分

場所：五島市福江文化会館

五島の元気は農業から
「農畜産物取扱高50億円の必達」

内容：ＪＡごとう新中期営農振興計画の提案・決議
長崎県・五島市農業振興基本方針について
事例発表、講演 など

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは11時～14時（予約については別途）

15時～19時（軽食）
※土日・祝日限定バイキング 11時～15時、17時～19時
料金 大人：1，000円 子ども：500円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
月
号
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
新
聞
・
広

報
誌
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
代
後
半
と
い
う
年
齢
も

あ
っ
て
か
、
最
近
は
結
婚
式
に

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
つ
い
先
日
は
静
岡
県
で

知
人
の
式
に
出
席
し
て
き
ま
し

た
。
式
前
日
は
時
間
が
あ
っ
た

の
で
、
友
人
と
浜
松
に
食
事
に

出
か
け
、
地
元
の
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
友
人
は
地
元
商

工
会
議
所
の
職
員
と
し
て
働
い

て
お
り「
婚
活
」や「
ま
つ
り
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
意
見
交
換

も
で
き
た
の
で
、
持
ち
帰
っ
た

意
見
を
少
し
ず
つ
で
も
活
か
せ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
紙
漉

諒
）
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